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本 文 

低温大気圧プラズマを用いた医療分野への

応用が検討されている[1,2]。慢性創傷の消毒へ

の展開はその一例である[3]。これは、低温大気

圧プラズマが対象に対して熱ダメージを与え

ることなくヒトの持つ免疫と同様の活性種を

生成でき、またプラズマ照射は表面処理の一種

であり、その効果が表面に限定され毒性が少な

いことが予想されたためである。 

その後、プラズマは殺菌・消毒だけではなく、

止血やがん細胞への選択的アポトーシス誘導

など幅広い医療分野に適用されている。プラズ

マからの作用として様々な因子が考えられる

が、いままではプラズマによる活性種の役割が

主に議論されてきた。実際に、プラズマ照射溶

液中の殺菌[4]や、がん細胞への不活化[5]などは

活性種により説明されている。 

また、プラズマ照射により血液を凝固するこ

とができる[6]。この凝固の理解には、プラズマ

照射にともなう溶液中のアルブミン凝集[7]が

重要である。この凝集に対して、プラズマから

の因子として、活性種および荷電粒子の関与が

議論されており、著者らは荷電粒子の役割を検

討している。これは、プラズマ照射により表面

を帯電することができ [8]、また溶液中に存在

するアルブミン分子は溶液のpHに応じた電荷

を持ち、分子に働く力としてクーロン力が重要

であるためである。 

本発表では、プラズマ照射にともなう溶液中

アルブミンの凝集・溶解過程の計測を通じて、

荷電粒子の役割を議論する。図1に示すように、

低温大気圧ヘリウムプラズマジェットをアル

ブミン溶液に対して照射した。プラズマ照射溶

液中のアルブミン凝集及び分散過程を、シュリ

ーレン法により可視化した。プラズマの電気特

性などの諸条件やシュリーレン画像の詳細は、

講演中に発表する。 
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図 1：溶液に対するプラズマ照射。 


